
このたび期せずしてSPring-8利用者懇談会の二代
目会長を仰せつかることになり、全くの「青天の霹
靂」を体験いたしております。もともと、幹事とい
う大番頭役としてこの会の発展に寄与された方々が
次期会長職を担うのが当然ではありますが、諸般の
事情により、若輩者が急遽その任に当たることとな
りました。しかし引き継いだ以上は、懇談会のさら
なる発展のために誠心誠意尽くす所存でありますの
で、会員諸氏のご協力ご鞭撻を心よりお願いする次
第です。
顧みれば菊田前会長は、1988年5月初めに「次世

代大型Ｘ線光源研究会」が発足し、さらに1992年に
「SPring-8利用者懇談会」に改組されてからもずっ
と利用推進の旗頭として頑張ってこられました。そ
の間、この会が関わってきた外部との議論や交渉の
経緯は筆舌に尽くし難いほど多岐に亘ります。 昨
年10月にリングからの光が供用に呈されて以来、い
よいよ実績作りのフェーズに突入したのと期を一に
して図らずも会長の職を継ぐことになりましたこと
には身の引き締まる思いがいたします。1988年発足
当時、小職自身が運営WGの一員として参画しまし
たときは会員数約350名であったものが、懇談会に
代わったときには1000名弱、そして現在は約1200名
にも達する大きな団体となりました。サブグループ
（SG）数も36になりそのうち20程度のSGが実質的
にビーム利用可能となっております。そうした背景
の中で、懇談会の一層の進展を意識して以下のよう
な重点施策を提示させて頂きます。

（1）第二期ビームライン建設計画推進への協力
最近のビームライン検討委員会において、今年度

も引き続き3本の共用ビームラインと4本の専用ビー
ムラインの建設が進言されることが決定されまし
た。SGからの提案の中にはまだ利用ビームライン
が「相乗り型」のまま残っており、そのメンバーの
満足度は必ずしも高くないことや、加えて新たな提
案が出てくる気配もあります。一方、3月に開かれ

たSPring-8ワークショップにおいて議論されたよう
に、長尺を除くビームラインの残数は二十数本とな
り、かつ中尺など特殊なものが多い現状を考えると、
今後ビームラインを特定の研究技術分野に特化する
という従来の図式が困難になる可能性が出て参りま
した。「相乗り型」からの独立を夢見るSGも多くあ
ることから、上記委員会等を通じて施設側との議論、
調整がさらに必要になろうかと思います。今回、
「装置」のみのユーザー提案が認められましたが、
これも今後のビーム利用拡大方策の一つとして注目
したいと思います。

（2）利用環境の整備
ビームラインの利用は、供用開始以来の立ち上げ

調整フェーズから本格的な利用フェーズに移行しつ
つありますが、同時に施設側の利用業務部門の活動
も軌道に乗り始めました。これと相俟って、ユーテ
ィリティの整備や厚生施設の完備などのユーザー支
援体制の拡充がなされつつあることは喜ばしい限り
です。しかし先日のワークショップでの質疑にもあ
りましたように、マシンタイム配分の柔軟な運用等、
今後の改善に向けて施設側との継続的な交渉事項も
多々ありそうです。

（3）長直線部利用計画の具体化
30m長直線部の利用については、「大型Ｘ線光源

研究会」発足の当初からこれに関するワークショッ
プが持たれるなど、第三世代光源に特徴付けられた
課題として早くから関係者の意識にありました。昨
年夏、SRI ’97のアドホック会議として長直線部利
用ワークショップが開かれており、国の内外でその
利用について検討を始める時期に入ってきました。
長直線部に設置された光源からの高輝度ビームの特
質を生かしたサイエンスの進展は、施設側のみでな
く懇談会にとっても極めて重要なテーマであり、今
後できれば関係者が集まってSG的な活動単位を形
成した上で施設側と一緒に議論していただきたいと
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思います。

（4）共用ビームラインの民間利用率アップ
現在、共用、専用に関わらず企業からのビームラ

イン利用の課題提出率は必ずしも高くはない状況に
あります。当懇談会における民間の会員比率は20%
を越えておりますが、施設側でも、共用ビームライ
ンへの民間企業からの課題申請をもっと増加させた
いと考えております。懇談会でも、共用ビームライ
ンが企業にとって「敷居が高い」という先入観を排
除して、積極的に提出するようバックアップして行
きたいと考えます。
以上、SPring-8の本格的運用に向かうこの時期に、

懇談会のリーダー格が複数抜けられたのは懇談会に
とって痛手ではありますが、今後は施設側の重鎮と
して、私ども懇談会の要求を別の立場からご検討頂
けると確信いたしております。SPring-8からの高輝
度ビームを生かした「我が国科学・技術の華々しい
成果」は施設者、利用者に共通のファイナルゴール
であり、そのために、会員の皆様を交えた腹蔵のな
い意見交換とご協力を懇願する次第です。どうぞよ
ろしくお願いします。

松井　純爾　MATSUI  Junji

(Vol.2, No.2, P33)

SPring-8の供用が昨秋から始まり、いよいよ独自
の研究成果が問われる段階に入った今、実験と理論
の協力態勢を作っていくことは極めて重要な課題で
あります。このたび、光物性理論研究者（および計
算物理研究者）が集まり、SPring-8における実験研
究を支援することを目的として、理論サブグループ
が結成されました。以下にその経緯と今後の活動の
指針について記します。
理論サブグループの呼びかけ人は菅野暁先生で

す。菅野先生は理研顧問としてSPring-8のスタート
に尽力してこられましたが、また一方で、岡山理科
大学の吉森昭夫先生とともに、理論家がSPring-8に
関心をもち、実験を支援する態勢を作るための準備
をしてこられました。1996年6月には、播磨科学公
園都市に60名余の光物性理論研究者を集めて
「Spring-8利用に関する理論ワークショップ」を開催
され、SPring-8の利用について自由に語り合う機会
を作られました。その後も、上坪宏道氏、吉森氏と
ともに、理論の支援態勢についての懇談会をもたれ
たり、大西楢平氏（NEC）、A. Freeman氏を通じて

ESRFやAPSでの計算科学システムの調査をされま
した。これらの背景の上に立って、1997年7月、日
本原子力研究所と理化学研究所に設置されている
「大型放射光施設計画検討委員会（高良委員長）」で、
SPring-8の整備に関して“実験研究者と理論研究者
の協力関係を構築する制度の検討”（平成9年度第1
回大型放射光施設計画検討委員会議事録概要）が提
案されました。
本年3月13日には菅野先生の呼びかけ（世話人は

富士総研の大谷泰昭氏）により、SPring-8利用者懇
談会の援助のもとに、少人数のワークショップ
「SPring-8を理論から支援する会」が開かれました。
そこでは、計算物理と物性理論のセッションの各々
において数名の話題提供者が講演し、終日熱心な討
論が行われました。また、水木純一郎氏を招待して
SPring-8の現状について紹介を受けました。参考の
ため、ワークショップのプログラムを以下に掲載し
ます。

（1）挨拶： 菅野暁　　

利用者懇談会新発足「理論サブグループ」の紹介
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